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　CM連携会（※）で行うプロジェクトの一つ「5G X LAB OSAKA」
を100プロジェクトの１つとして取り上
げました。万博を見据えた5Gの実験
室として、ビジネス創出に取り組む様
子を取材しました。

※CM連携会：ATCに集積するテクノロ
ジー、環境・SDGs、介護・福祉、クリエイ
ティブ、住関連等の専門家からなるコミュ
ニティマネージャー（CM）連携会。

環境・社会活動

20 21

環境経営方針に基づく取組み

　2025年に開催される大阪・関西万博を契機に、新しいサービスや
製品の創出に向けて、咲洲をフィールドに様々な企業が協業で取り
組むプロジェクト。実証実験の場の提供やネットワーク創出など
Business Gate Way ATCに関わる施設やコミュニティマネー
ジャーがサポートします。

　「大阪湾の海」について、学び、考え、体験するイベント「ATC海洋
WEEK」。若手社員が企画したATCの複合施設の強みを活かした取り組
みで万博を契機として、SDGsへの取り組みを加速させ、パートナー企業
とのサステナブルなビジネス創出に繋げていくことを目的としています。

　先端技術で社会課題の解決を目指す企業・団体を優遇賃料で
支援するフロアを設置しました。製品やサービスの社会実装や収
益化までサポートします。

　ITM棟3階に設置した先端技術開発支援フロアで内覧会を実施。
大阪・関西万博での運用を見据えて、自律走行と自動追従型モビリ
ティの実用化を目指す「ロボリューション」と共に、体験会を行い17
社が参加されました。

コミュニティマネージャー（CM）連携会（※）の
取り組みのひとつ「5G X LAB OSAKA」を100プロに

フロアの内覧会を実施

　大阪府との共催で、2025年大阪・関西万博に向け、多くの若者
から、実現して欲しい環境・まちづくり等の様々なアイデアを集約
して発信する「万博×環境　未来を描こうプロジェクト」を設立。公
募で集まった高校生や大学生と複数回にわたってアイデア出しや
検討会を実施。3月25日にオンラインで報告会を開催しました。

万博×環境　未来を描こうプロジェクト報告会

　大阪府の緊急事態宣言明けの3月17日～21日、新型コロナウイ
ルス感染症対策を万全にして「ATC海洋WEEK」を開催しました。
前半の平日は同時開催のシーフードショー会場で、ビジネス向け
セミナーを実施。後半は、一般向けに、ダイバーによる海中のごみ
拾いや海洋プラスチックを使って万華鏡を作るワークショップ、
身近な大阪湾の魚を学べるセミナーを開催。また、近隣の高校生グ
ループによるSDGsのポスター展示も好評でした。

発案から企画・運営の中心となった実行委員会のスタッフ
左から大森、石川、前川

万博に向けた新たな取り組みがスタート

先端技術の
開発支援フロア

ATC海洋WEEK

その他の取組み

万博分科会

環境経営事務局
　大阪・関西万博のテーマは「いのち輝く未来社会のデザイン」です。ATCは、2025TEAM 
EXPO共創パートナーに参画。万博に隣接する咲洲という地の利もいかし、未来社会をどの
ようにデザインできるか、さまざまなプロジェクトに取り組んでいます。万博分科会は部署を
横断する組織として、各プロジェクトの推進に寄与しています。

オフィス事業部
井上 雄二

FOCUS

　当社自体がいくつもの事業を創造
するわけではありませんので、先端技
術を持つ事業者とそのテクノロジーを
サービスにできる事業者をつなげ醸
成させる「場」があり、サポートできる
「人財」がそろっていることが、ATC
の持ち味だと思っています。

　ATCでの実証実験を経て生み出さ
れたサービスやプロダクトが、社会に
実装されている2025大阪・関西万博
を見てみたいですし、わたしたちの
取り組みがアフター EXPOの大阪ベ
イエリアの発展に寄与していくと考
えています。

大阪・咲洲から万博に
つなげる100プロジェクト

万博

��
万博

��

　大阪の未来を担うこどもの創造力をはぐくみ、チャレンジを応援
する大規模イベント。毎年11月に文化・環境・医療・スポーツなど多
様なプログラムが集まり、周辺企業・学校・行政と一緒に地域活性
化に取り組んでいます。

咲洲こどもEXPO

　2020年度は、新型コロナウイルス感染症対策を万全にするた
め、規模を縮小して開催しました。大阪・関西万博PRブースや
SDGsスタンプラリーなど新しい試みも実施。スタンプラリーに
は1,528人の方にご参加いただきました。

コロナ禍の2020年度も開催

万博

��
万博

��

万博

��

（各取り組みに主なSDGs番号を紐づけています）



環境・社会活動

SDGs 取り組み一覧

項　目

編集後記

22 23

ファンコイルユニットの更新工事が完了

非常階段の人感センサ付 LED照明器具の工事完了

ATCホール LED更新工事が完了

ATCホール節電の検証

再生可能エネルギーの導入

ATCホールでの実証実験

ソフトバンクロボティクス社清掃ロボット導入セミナー

グリーン調達・グリーン購入の推進

ゴミ処理室の設備更新

ATC事務所のゴミの量の把握と分別

PELP！の取組み

会議のペーパレス化

ATCホール貸館催事のゴミの分別推進

ATC 館内・周辺清掃（クリーンアップ作戦）

新規開店における設備、備品のリユース、リサイクル推進

おおさかATCグリーンエコプラザ

ATCエイジレスセンター

ATC輸入住宅促進センター

ベイエリアMICEサステナブル行動宣言の策定

節水トイレへの切り変えを進行中

大阪・咲洲から万博につなげる100プロジェクト

先端技術の開発支援フロア

ATC海洋WEEK

咲洲こどもEXPO
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（ATCホール除く全館）

（ATCホール）

（ATCホール除く全館）

（ATCホール）
一般廃棄物の削減（全館）
産業廃棄物の削減（ATCホール除く全館）
産業廃棄物の削減（ATCホール）
コピー用紙削減
水道水の削減
グリーン調達・グリーン購入の推進

SDGs の取組みと情報発信

万博を契機とした産業振興
社会の要請に応じた企業価値向上

×

×

×

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

-

-
-

コロナによる来館者減とLED、空調設備更新等で目標達成。コロナによる
換気励行により原単位は未達成となる。
コロナによる稼働率減とLEDで目標達成したが、コロナによる換気励行により
原単位は未達成。
コロナによる来館者減と空調設備更新等で目標は達成。コロナによる
換気励行により原単位は未達成に終わる。
特に使用量がピークとなる夏イベント一部中止により目標達成。
来館者減による削減で目標達成。ATC事務所で分別を推進。
来館者減による削減で目標達成。フローを把握し、今後さらに分別を推進する。
ホール利用企業やATC清掃会社と連携し削減に取り組んだ。
分別や裏紙の使用を徹底。会議のペーパレス化やオンラインセミナーにより目標達成。
節水トイレ更新とコロナによる来館者減により目標達成。
できるだけグリーン購入法適合商品を選択をすすめている。
エコアクション21を通じてSDGsの取り組みを発信。公共サービス事業部の事業や
ATCホールでのサスティナビリティガイドライン策定などの取り組みを開始。
万博（Society5.0SDGs）をキーワードにプロジェクト創出と企業誘致を実施
エコアクション21の取り組みを開始

項　目
目標値達成
状況

目標値達成
状況（原単位） 2020 年度

代表者による全体の評価と見直し・指示

　当社は、環境ビジネスと介護・福祉をテーマとする常設展示場を
大阪市とともに運営しております。両展示場は2008年よりエコア
クション21の認定を受けてまいりましたが、環境経営に対する社会
的要請の高まりを受け、それを会社全体としての取り組みに発展さ
せる必要性を感じておりました。そのような中、コロナ禍により経営
環境が大きく変わったことが一つの契機になり、全社でエコアクショ
ン21に取り組んではどうかという提案が社員から出てまいりました。
息長く活動を続けていくためには望ましい形ですので直ちに提案を
採用することにしましたが、その後、政府による脱炭素宣言が出され
ましたことから、結果的に時宜を得たスタートになったように思います。
　活動に先立ち環境経営方針の策定に取り掛かりましたが、既存の
経営計画や企業行動基準を参照しながら議論をしました。テーマに
関係しない部署はなく、それぞれが部門の垣根を越えて意見を交
換する良い機会となりました。「測定なくして改善なし」とよく言われ

ますが、活動は実態の数値を把握するところから始めました。それ
を見ますと、不十分なところも多々ある一方、意外と出来ているとこ
ろもありました。いずれにしても、当社が存在することにより生じる
環境負荷を十分に認識できていなかったことがよくわかりました。
　初年度は、来館者が大きく減少するなど、コロナ禍の影響が事
業活動に大きな影響を与えたため、目標の設定並びに達成状況の
評価が難しい年でした。次年度以降、事業活動量の変動に大きく
影響されないように原単位を用いた目標設定に移行していく必要
性を感じています。
　今後、役職員全員が環境経営の考え方を学び、テナント様、取引
先等のご協力もいただくことにより、当社が持続可能な社会の構
成員としてふさわしい企業になれるようにしていきたいと思います。

電力による
二酸化炭素削減

熱供給による
二酸化炭素削減

代表取締役社長　木村 繁

　2020年度の各分科会の主な取り組みをSDGsのゴールに紐づけています。それらを一覧にする
と、取り組めているゴール、着手できていないところがわかります。次年度以降、引き続き重点的に
取り組む項目のほか、まだ○の付いていない項目の社会課題への取り組みにも活かしていきます。

「あきらめなければ必ず取得できます」という環境カウンセラーの先生
の言葉を信じて昨年 7 月から取り組んできました。環境経営方針の策
定、目標の設定、全社員への説明など振り返れば「よ～やったなぁ」
と思います。社長、専務から厳しくも温かく後押しをいただきながら、
担当部署とともに取り組んだ現状の把握（数字との格闘！）、若手社員に
よる新しいアイデアの提案や取組みのスタートなど、予想以上の成果を
得ることができました。内容的には改善の余地が多々ありますが、継続
することで、ATC が来場者、入居者、協力会社や地域のみなさん、そし
て社員から今まで以上に愛される施設になることを願ってやみません。
　最後になりましたが、度重なる質問や相談にも粘り強くご指導いた
だいた環境カウンセラーの諸先生方にお礼申し上げます。

環境経営事務局
安田  夏実

　エコアクション 21 認証に
関して、当社では先に2009年
２月にITM棟11階のおおさか
ATC グリーンエコプラザと
ATC エイジレスセンターで認
証取得していました。今回は
対象を全社に広げることで一
からの作業となり、これまで
に比べて業務量がかなり増加
しましたが、今回無事取得する
ことができほっとしました。

公共サービス事業部
柳大路 安治
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表紙のデザイン
カラーボールは 2020年度にATCが取り組んだ

SDGs のゴールを現しており
大きさは取り組みのゴールマークの数に

比例しています。




